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自分の生き方を求め 今を大切にする

朝日中生を育成する 

 

 

 

 

朝日中通心 
生徒数 （令和 7．7．18 現在） 総数 311 人 

１年 112 人  ２年 98 人  ３年 102 人 

令 和 ７ 年 ７ 月 1 8 日 
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危
機
管
理
能
力
を
高
め
て
ほ
し
い
夏
休
み 

 

校
長 

 

埜 

中 

勝 

実 

 

学
校
が
休
み
に
な
り
、
開
放
的
な
気
分
に
な
る
一
方 

で
、
毎
年
多
く
の
ト
ラ
ブ
ル
や
事
故
が
あ
る
の
も
事
実 

で
す
。
そ
の
う
ち
の
多
く
は
、
そ
う
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル 

を
想
定
で
き
ず
、
い
つ
の
間
に
か
事
件
や
事
故
に
巻
き 

込
ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
し
ょ
う
。 

夏
休
み
を
迎
え
る
前
に
、
身
近
に
あ
る
危
険
を
親
子 

で
知
り
、
そ
の
対
策
ま
で
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

【
子
供
だ
け
で
水
場
に
行
か
せ
な
い
】 

河
川
な
ど
で
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
す
る
際
な
ど
も
、
必
ず
子
供 

を
見
る
人
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
人
数
が
増
え
る 

と
「
誰
か
が
見
て
く
れ
て
い
る
だ
ろ
う
」
と
危
機
管
理 

に
対
す
る
意
識
も
薄
れ
が
ち
で
す
。
保
護
者
一
人
一
人 

が
「
自
分
の
子
は
自
分
で
見
る
」
と
い
う
意
識
を
持
つ 

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
天
気
予
報 

の
確
認
や
、
具
体
的
に
は
ど
う
い
っ
た
危
険
が
あ
る
か 

を
事
前
に
共
有
し
て
お
く
こ
と
が
、
危
機
管
理
能
力
を 

高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。 

※ 

海
上
に
お
け
る
事
故
の
場
合
は
、
海
上
保
安
庁 

の
緊
急
通
報
用
電
話
番
号
「
一
一
八
番
」
に 

 【
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
の
も
夏
休
み
】 

ア
カ
ウ
ン
ト
の
作
成
は
、
必
ず
非
公
開
ア
カ
ウ
ン
ト 

と
し
、
実
際
に
学
校
や
習
い
事
な
ど
で
の
友
人
と
の
み 

つ
な
が
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で 

募
集
し
て
い
る
ア
ル
バ
イ
ト
に
応
募
し
て
み
た
ら
『
闇 

バ
イ
ト
』
だ
っ
た
な
ん
て
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め
に
も 

金
銭
に
関
わ
る
契
約
な
ど
は
「
親
の
許
可
な
く
結
べ
な 

い
」
と
約
束
し
て
く
だ
さ
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の 

情
報
は
全
て
真
実
と
は
限
ら
な
い
と
思
っ
て
お
く
こ
と 

も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
「
そ
ん
な
上
手
い 

話
は
な
い
」
と
疑
う
習
慣
が
あ
る
こ
と
は
、
危
機
管
理 

能
力
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。 

九
月
一
日
（
月
）
三
三
一
人
全
員
が
、
元
気
に
登
校 

し
て
く
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

七
月
十
七
日
（
木
）
に
学
校
評
議
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
本
校
の
学
力
面
や
生
活
面

等
の
現
状
に
つ
い
て
、
資
料
を
使
っ
て
説
明
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
各
学
級
の
授
業
の
様
子
を
参
観

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
の
学
級
も
一
生
懸
命

授
業
を
受
け
て
い
ま
し
た
。 

        

学
校
評
議
員
会
を
開
催
し
ま
し
た 

七
月
十
八
日
（
金
）
に
県
総
体
及
び
県
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
の
激
励
式
を
行
い
ま
し
た
。
出
場
す

る
各
部
活
動
の
代
表
者
か
ら
決
意
の
言
葉
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
大
島
地
区
の
代
表
と
し
て
の
プ
ラ

イ
ド
を
胸
に
一
戦
一
戦
、
全
力
で
臨
ん
で
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん
は
昨
年
度
も
金

賞
を
受
賞
し
て
い
る
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。
も
て
る

力
を
出
し
切
っ
て
発
表
の
舞
台
を
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。 

      

健
闘
を
祈
り
ま
す 

七
月
十
二
日
（
土
）
に
学
年
・
学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ
及
び
家
庭

教
育
学
級
を
開
催
し
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
一
学
期
の

生
徒
た
ち
の
学
校
生
活
の
様
子
や
夏
休
み
の
過
ご
し
方
等

に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。
特
に
夏
休
み
は
、
家
庭
で
過

ご
す
時
間
も
多
く
な
る
た
め
、
学
習
計
画
や
生
活
リ
ズ
ム

を
く
ず
さ
な
い
よ
う
に
、
目
的
を
も
っ
て
生
活
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
御
家
庭
で
の
声
掛
け
と
見
届
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
家
庭
教
育
学
級
で
は
「
人
権(

ハ
ン
セ
ン
病)

」

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
奄
美
和
光
園
福
祉
室
の
有
川
様

を
お
招
き
し
て
講
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
差
別
の

な
い
世
界
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
や
は
り
正
し
い
知
識

と
理
解
に
基
づ
い
た
対
応
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
強
く
感

じ
ま
し
た
。
御
参
加
い
た
だ
い
た
保
護
者
の
皆
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

        

学
年
・
学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ
及
び
家
庭
教
育
学
級
を
開
催
し
ま
し
た 

こ
の
写
真
は
、
職
員
室
前
に
植
え
て
い
る
ヒ
マ
ワ
リ
で

す
。
有
馬
先
生
が
特
別
支
援
学
級
の
生
徒
と
と
も
に
、
種

か
ら
育
て
ま
し
た
。
種
を
植
え
て
か
ら
３
か
月
弱
で
す
が

今
で
は
校
舎
二
階
に
到
達
す
る
高
さ
ま
で
大
き
く
成
長
し

て
い
ま
す
。 

そ
の
中
に
、
珍
し
い
姿
の
ヒ 

マ
ワ
リ
が
数
本
生
え
て
い
ま
す
。 

そ
れ
は
、
写
真
の
よ
う
に
一
つ 

の
茎
か
ら
複
数
の
花
を
付
け
て 

い
る
ヒ
マ
ワ
リ
で
す
。
保
護
者 

の
皆
様
方
も
来
校
時
に
是
非
御 

覧
く
だ
さ
い
。 珍

し
い
ヒ
マ
ワ
リ
が
咲
き
ま
し
た 



各学年とも体験学習で深く学びました！ 

地域発見(１年生) 
７月12日(土)に浦上保存会の方々を

講師としてお招きして，八月踊りの指
導をしていただきました。この体験学
習の事前学習として，八月踊りに関す
る調べ学習等を行いました。 
生徒は，保存会の方々から，同じ八

月踊りでも，地域によって踊り方に違
いあることなどの説明を受け，その後
実際に円を描いて八月踊りを行いまし
た。 
生徒たちは奄美の伝統文化である八

月踊りについて，理解を深めるよい機
会となりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奄美看護福祉専門学校訪問（２年生） 
 ７月９日(水)に，奄美看護福祉専門学
校において学校授業体験を行いました。    
全体あいさつの後，職業理解講話が行

われました。その後，６つの班に分かれ
活動しました。 
介護体験では，模擬血管を使っての採

血や血圧測定，ガウンの脱着，入院患者
の状態の確認，ベッドから車椅子への移
乗などを体験しました。生徒の中には将
来，看護師を志す生徒もいるため，貴重
な体験になったようです。 
また，昼食は奄美看護福祉専門学校の

御厚意で試食をさせていただきました。
ありがとうございました。 

職場体験学習（３年生） 
 ７月９日(水)～10日(木)の２日間, 
島内の各事業所に生徒の受け入れを
お願いして，職場体験学習を実施し
ました。 
これから進路選択をしていく生徒

たちにとって，将来における望まし
い職業観について考えたり，社会人
や職業人としての適応能力を高めた
りするよい機会になりました。 
生徒たちにとっては２日間にわた

る体験学習のため，大変だったよう
ですが，体験後の表情はとても充実
した経験だったことを物語っていま
した。受け入れてくださった事業者
の皆様方にも感謝申し上げます。 
 

学校評価の御提出ありがとうございました 

 学校評価の御提出ありがとうございました。学校評価は，多面的な立場から学校の教育実践や家庭での取組を把握・

分析し，今後の教育活動のよりよい実践に生かしていくことが目的です。また，保護者の方々が家庭での生活を振り返

ることで子供たちと一緒に生活改善を目指すきっかけになることを目指しています。提出状況は以下のとおりです。 

１ 学校評価について 

ほぼ全ての項目で 3.0 以上のポイントであ 

り，学校の教育活動に肯定的であると考えら 

れます。ただし，「生徒は学習内容が身に付 

くように家庭学習に取り組んでいますか（毎 

日 120 分以上）」という項目で全ての学年に 

おいて 3.0 を下回っており，家庭学習 120 分 

の定着に課題が見られます。月毎の生活の記録の振り返りなどを生かし，生活改善，学習時間の確保を目指してほし 

いと思います。 

２ 家庭評価について 

  生徒を称賛することや傾聴の姿勢，家庭生活におけるしつけなどは，高い傾向が見られます。学習に係る項目につ

いては，全体的に低い傾向にあり，家庭学習の雰囲気づくりや保護者の見届け等に課題があると考える保護者がいる

ようです。 

３ 自由意見について 

  自由意見において，①学習面について，②部活動について，③生徒との関わりについて，④配布物について，⑤生

活の記録について，⑥アンケートについて，⑦学校（職員）へのお礼等の多くの御意見をいただきました。改善でき

るものは改善に向け，関係者間や関係機関と協議してまいりたいと思います。ありがとうございました。 

 １年全体 ２年全体 ３年全体 全校 

Ｒ５ 84% 89% 57% 77% 

Ｒ６ 49% 43% 27% 40% 

Ｒ７ 29% 33% 33% 32% 

８月行事について ８月 21 日（水）は出校日（通常登校）になります。 

８月 24 日（日）に予定されていた親子ふれあい作業は，体育大会の実施時期が変更になったため，９月 28 日（日）

に変更になりました。 

※ 日程の変更等については，安心・安全メールにて発信しますので，御確認ください。 
 

 


